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アートル　この間の “Arts of Jomon” の話を吉田さん、少ししてください。








いかと思っています。印象的だったのは、“Arts of Jomon” を企画した人は、何度も「縄
文はハッピーでフリーだ」と言ったことです。
アートル　“Arts of Jomon” の関係者は東京に住んでいる人が多いです。まさに息苦し
いところにいるから、縄文はハッピーでフリーだからいい、こういうことでした。
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小山　私自身は、何を言っても縛りがない、制限がない、というのがあって、無茶苦
茶言うわけじゃないけど、自分の論理の中でもここまで言っても大丈夫、そこが魅力、
というのはあります。歴史にこだわったときに、たとえばこの文書が 798 年に書かれ
ました、というものが 737 年だったら、もうすいません、論文撤回します、というこ
とになってしまうけど、それに比べると、縄文時代の後期だの晩期だのと言ったって
なんぼのもんや、というのもあるし。
　研究の外にいる人たちはいま君らが言ったように、エコロジーだとか、そういうの
に乗って反応している。それから、いま地方の時代になっていて、縄文を起爆剤にし
て人を集めよう、という連中が出てきて、成功しているところもあって成功しないと
ころもある。青森なんかはうまくいっている、というか他に頼りどころがない。そう
いう状況です。だから、ちょうど現代のインテリゲンチャの時代感覚に合うのでしょ
う、フリーでエコロジカルなイメージが。
安芸　岡田康博先生とか、ずっと積み重ねでパブリックアーケオロジーを実践してき
た人たちによく言われるのは、「ろくに勉強せずに使うな」と。「しっかり勉強してか
らやってくれ、アーティストの人たちも」としょっちゅう言われます。でも、勉強好
きだったらアートやってない人もたくさんいる訳で、それは無理な注文と思いますが。
小山　勉強しているアーティストなんてあんまり見たことない。
安芸　そう、そっち行かないからアートしている。今ひらめいたのは、さっき言った
いろんなデータを示す、例えば、オーストラリアなんかでも医学のレントゲン写真
とか、DNA 画像をもとにアートする人とか、そういうものを国をあげてサポートし
ようとして、プロジェクトを立ち上げている。電子顕微鏡の画像とかサテライト画像
を使ってアートする人はたくさんいる訳だから、考古学のデータも例えば中村さんが
持っているようなデータを、途中の状態でその人たちに見てもらう。データから直接
インスピレーションを得てもらう、そういうのだったら岡田先生も文句はないのでは
ないかな。
アートル　縄文というのは考古学から生まれてきた概念ですが、それは主に日本人に
発信していて、自由に使っていい、という公のものということになっていますが、実
際に遺跡を管理している考古学者は考古学の知識を大切にしてほしい、と思っている
訳ですね。
町田　賢一（富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所。以下、「町田」）　富山の財
団で発掘調査しています。そのときに現地説明会というのをやりますが、縄文時代の
遺跡の現地説明会は一番人気があります。私たちは、発掘調査はいつの時代の遺跡で
1052-4 対話：これから縄文人をどう描くのか
も一生懸命やっています、中世でも何でも。でも縄文遺跡の説明会が一番人気がある。
縄文時代はある種ユートピア的なイメージが強い、という話がありましたけど、案外
そうではないです。現地説明会に参加する人は縄文時代を下等だと思っています。原
始人だから、こんなことしかできないと思っているらしくて、色々なものを見せると、
「意外とできたんだね」と言ったりする。現代人を、自分たちをすごい、と思ってい
るところがある。例えば、小竹貝塚という人骨がたくさん出た遺跡の調査を現在して
いますが、「縄文人はちゃんと埋めないから（遺体を）適当に置いていたんでしょ」
と思っている人ばかりです。それで安心するというか、我々は進化しているんだ、と
いう実感をもつらしいです。少なくとも、私の実感では富山で現地説明会に参加して
いる人はそうだと思いますよ。
アートル　その前提のひとつは縄文時代の人と今の自分たちは繋がっている、つまり
自分の先祖というか、そういう意識があるのではないですか。
町田　むしろ関係がない、と思っているらしいです。違う人たち、「原始人なんだか
ら裸なんだろ」とかそういうことです。むしろそういう風に思いたいのではないかと。
吉田　坪井正五郎は大昔の人は日本人とは関係ないと思っていて、石器時代人はコロ
ボックルだとしていましたが、なぜかああいう、安芸さん、小山先生の作り上げたイ
メージとよく似たものを生み出していた。むしろ歴史学としての考古学、ということ
になってからの方が、原始人イメージが定着しているようなところもあって、すごく
不思議な現象です。
小山　そういう人たちに縄文人の姿とか描いてもらったらどう？
安芸　あー、それ面白そうですね。
小山　若い頃、女子大の非常勤講師とかしたけど、レポート出すと字を見るのが面倒
臭いから、縄文人の顔を描け、結婚式の場面を描け、そういうものでごまかしていた。
出席をとる代わりに、そういうことをしていました。今町田さんが言われたよう人た
ちはきっと、縄文太郎みたいなの描くと思うよ。
安芸　それはそれで無視できないひとつのリアリティなのかな、とも思いますね。何
かこう、闇で汚い、というか。例えばスターウォーズが出るまで、SF もきれいなぴ
縄文太郎みたいなの描くと思うよ　次節「2-5: 
『歴史復元画と考古学』をふりかえる」にあるよ
うに、筆者は近年小山氏の提案を授業内で実践し
ている。学生も縄文太郎のような原始人イメージ
を描くことは多い。
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かぴかの宇宙船に乗っていました。スターウォーズの時に、未来でも汚れるよなあ、
という生活感あふれる宇宙船をみて、なるほど、と思いましたが、そういうのも最初
は誰も思いつかない訳です。私が描いている縄文人も、たぶん昨日のご飯とかついて
いるだろうし、そういうリアリティも無視はできないと思います。当時は臭かっただ
ろうし。つまり、リアルなイメージと、真実のイメージというのは別だと思っていて、
我々はリアルなイメージを提案していることで責務を果たしている。なぜなら、真実
は分からないわけで、考古学は砂上の楼閣みたいな学問ではあるわけだから、言った
もん勝ちではないけれど、とりあえず言ってみる値打ちはある、というか、そこでい
ろんなものに目を開いて、様々な考えを拒否せずに、入れ込んで行くというのが健康
な感じがしますね。
